
会社概要

関連した取組

≪人権を尊重した主な取組や成果≫

特に力を入れている取組

企業情報

設立年 1977年(昭和52年)

資本金 59百万円

代表者 代表取締役社長 石田 浩一

従業員数 77名

本社所在地 旭川市

弊社は総合建設業として道路・河川・橋梁工事・除雪業務など地域環境

の保全に繋がる事業や緑化工事など自然環境に繋がる事業を行っています。

会社の特徴は、土木や建築など専門科以外の新卒新人が数年継続的に入

社し活躍しているところです。新人へのサポートとして教育担当の配置や

従業員の資格取得支援のほか、社内で従業員同士の横の繋がりが構築され

ること等を期待して委員会やスポーツ活動などを奨励する等、職場環境の

向上に力を入れています。

■SDGsの取組と目指すゴール

弊社は、これまで先行して環境配慮経営に取り組んでいましたが、新たにISO･CSR管理部を設置

し、人権配慮の意識を高める活動を推進するなど、CSR(企業の社会的責任)活動のさらなる強化を図り、

経営理念『豊かな人間環境の創造』、社訓『豊かな技術と真心で』に基づき、性別・年齢・国

籍・障害などのあらゆる多様性を尊重し、女性管理職の登用、定年延長の実施、外国人・障害者

の雇用継続などに取り組んでいます。

人財育成に関する取組を最重要課題、最優先事項に位置づけ、従業員が「働きやすさ・働きが

い・生きがい」を感じ、心身ともに健康で安心・安全に働ける未来に夢のある職場環境の整備を

目指し、今後も持続可能な経営を継続していく所存です。

■人権に関する他の制度などの認定状況

ダイバーシティ経営の実践

株式会社石田兼松八興建設

［公式ＨＰ］http://www.ishida-d.co.jp/

未来を創る健康経営
従業員の｢心と体の｣健康促進

〇 従業員が自身の健康への意識を高く持ち、高齢でも働き

続けられる方法等を検討する健康経営委員会を社内に設置。

〇「従業員の健康は会社の財産」と考え、定期健康診断(再

検査含む)の100％受診、定期的な血圧測定の実施、保健指

導及び健康や医療に関する情報発信など、従業員のヘルス

リテラシーを高める仕組みを構築。

〇 ワークライフバランスを推進し、有給休暇取得率65％を

実現するとともに、従業員が様々な事情に応じて柔軟な働

き方・休み方ができるよう時間単位の年休制度を導入。

〇 長時間労働防止のための残業抑制システムを構築し、勤

怠の見える化(残業時間の多い従業員を上司が把握できる

独自のオーバーワーク注意報の発令など)を図るとともに

ノー残業デーと交代勤務制を設定し、働き方改革を推進。

〇 人財育成を目的としたドリームプロジェクト委員会を社

内に設置し、現代社会の変化に合わせた次世代の担い手を

段階的に育成できる仕組みを検討・構築することで「心惹

かれる」より良い人間環境づくりを図る。

○ 深刻化する建設業の担い手不足解消のためには、従業員が

ゆとりと豊かさを感じられるよう待遇改善と意欲ある人材

へのサポートが重要と考え、週休2日制・定年延長を導入及

び建設技能者のキャリアアップシステム登録によるスキル

やキャリアの見える化を実施。

○ ベトナム、ミャンマー国籍等の従業員を雇用し、社内のグ

ローバル化を推進することで、多様な視点から能力を最大

限発揮できる環境と機会を提供し、新たなイノベーション

から価値創造の向上を図る。

〇 障害の有無に関わらず、人格と個性を互いに尊重し、活躍

できる共生社会の実現のため、シフト制を導入し、障害を

抱える従業員の仕事と治療の両立を支援。

〇 縦割りではない部門横断のクロスネットワーク委員会を設

置し、女性や外国人の活躍に関する意見交換を行い、経営

と人材戦略をリンクさせる職場環境の改善を検討・実施。

〇 人権尊重や環境問題等への意識を高め、従業員を誰一人取

り残さないSDGsの17目標を見据えた会社経営を恒久的に継続

するために、ISO・CSR管理部の中にSDGs委員会を設置。

持続可能な社会の実現に向けた４つの重点項目からなる『SDGs宣言』
を通じ、「経済」と「社会」と「環境」のバランスを保つと共に事業活
動のなかで特に重要と位置付ける12目標を優先し、取り組みます。

・未来を創る健康経営 ・環境保全意識の共有
・地域の持続的活性化 ・社会的な責任に応える

リスクマネジメント

・北海道働き方改革推進企業認定制度
ブロンズ認定(2024年)

・健康経営優良法人2024(中小規模法人部門)
(経済産業省, 日本健康会議)

女性 高齢者
障がいの
ある人

外国人 その他高齢者 外国人 その他


